
EIJI
ノート
　2010年3月26日　「教育のバリアフリーを求めて」ということで、30分でしたがお話を聞いていただく機会がありました。
　湯崎知事は、インクルーシブ教育については、各国それぞれの事情もあることから慎重な発言でした。しかし、教育委員会が、県民の声を聞くことには、前向きな意向が感じられました。








